
サーバへの
ログインおよびログアウト手順

サーバにアカウントがあり，
リモートログインが許可されていること

• TeraTermを用いる方法

• コマンドプロンプトで ssh コマンドを用いる方法
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TeraTerm

• ログイン手順

1. TeraTermの起動

2. サーバに接続

3. ユーザ名とパスフレーズ (パスワード) を入力

• ログアウト手順

1. プログラムを実行中であれば終了まで待機，あ
るいは強制終了

2. exit と入力
このとき，“There are stopped jobs.” と表示された
場合は，中断中のプログラムがあるので，“fg” と入力
して再開し1．に戻る．
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TereTermの起動
アプリの起動方法は知っているとは思うが，念のために

方法1：
デスクトップに TeraTerm のアイコンがあれ
ばそれをダブルクリックし，ない場合は以下
のようにスタートメニューから辿る．

スタート → Tera Term → Tera Term

方法2：
タスクバーの虫眼鏡のマークをクリックし，
"tera" と入力すると，Tera Termが出てくる
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サーバに接続

• TeraTerm が起動すると図のような画面が
開くので，ホストの欄にサーバ名，

(例えば，gin.eng.kagawa-u.ac.jp) 

• を入力し，OKをク
リックするか，
Enter キーを押す．

• これまでに，サーバに
ログインしていた場合
は，前回ログインした
ホスト名が入っている．
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ユーザ名とパスフレーズの入力

• サーバに接続すると図のような認証画面が出て
くる．(初回ログイン時にポップアップメニューがでるが，続行を選択する)

図では，プレインパスワードを使用する例を示してい
るが，鍵認証やチャレンジレスポンス(キーボードイン
タラクティブとなってる
場合もある) を選択で
きるが，ここでは省略
する．
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「パスワードをメモリ上に記憶する」に
チェックしておくと，同じサーバに同時
に複数ログインするときに，ファイルメ
ニューで

セッションの複製
を選ぶだけで，新たにログインできる．



ログイン成功画面

• 参考のためにログインに成功したときの場
面を示す．

ログインに成功したときの画面に表示されるメ
ッセージは，OSによって異なる．

同じ OS でも環境
によって表示が異
なることもある．
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TeraTermでコピー & ペースト

• マウスで範囲を選択するだけでコピーされ，右ク
リックでペーストされる．

 マウスで範囲を指定した状態で右クリックをすると，選
択した範囲がペーストされ，悲惨なことになる場合が
あるので注意すること．

• メニューバで
編集 → 全て選択

を選択すると，スク
ロールされている部
分も選択される．
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その他

• 同じサーバに同時に複数のリモートログイ
ンができる．例えば，

1つをプログラムの編集用

対話的クライアントによるデータベースシステ
ムの操作用

1つをコマンドの実行用

などのように用いると，作業の効率が上がる.

• スクロールした部分を記録できる行数を設
定できる．

設定 → ウィンドウ
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コマンドプロンプトでの ssh コマンド

• ログイン手順

1. コマンドプロンプトの起動

2. sshコマンドの起動

3. パスワードを入力

• ログアウト手順
TeraTerm と同じ
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コマンドプロンプトの起動

方法1：スタートメニューから辿る．

スタート → Windows システムツール
→ コマンドプロンプト

方法2：タスクバーの虫眼鏡のマークをクリッ
クし，"cmd" と入力する
これにより，
コマンドプロンプト
が出てくる

起動すれば，右図の
ようなウィンドウが開く
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sshコマンドの起動

• サーバ名とユーザ名 (Windows上とサーバ
上でユーザ名が共通なら省略できる) を引
数にして ssh コマンドを起動する

ssh [ユーザ名@]サーバ名
(例えば，gin.eng.kagawa-u.ac.jp) 
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初回ログイン時

• 初回ログイン時には以下に示すように，確
認のメッセージが出るが，"yes" と入力す
る
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パスワードの入力

• パスワードの入力を求められるので入力する．
入力した文字は表示されないので，入力されな
いので勘違いしないこと．パスワードを間違える
と再入力を促される．

• ログインに成功すると，サーバ上でのプロンプト
が表示される．
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コマンドプロンプトでのコピー & ペースト

• 画面上の左上のマークを左クリックし，ポップアッ
プするメニュー上で 編集 → マーク を選び，コ
ピーする範囲をマウスで選択し (全て選択 を選

ぶと，スクロールされている部分も含め全て選択
される)，右クリックまたはEnterを入力する．

• 右クリックするとペーストされる．
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簡易編集モード

• 前のスライドで編集で
はなくプロパティを選
ぶと図に示すメニュー
が出てくる．

• このメニューで
簡易編集モード

をチェックすると，前
スライドの マーク
までの手順を踏まず
に，マウスでコピー
範囲を指定できる．
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画面バッファサイズの変更

• レイアウトでスクロー
ルした部分を記録で
きる行数を設定でき
る．

• 画面バッファーのサイ
ズの高さが記録する
行数になる．
上限は 9999 のよう
である．

16


